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「第 18回国際植物学会議(メルボルン)で変更された発表の要件:

電子発表の意味するところ (Changesto publication問中i陀 mentsmade at the XVIII 

International Botanical Congress in Melbourne: what does e-publication mean for you. 

Knapp， S.， McNeill， 1. & Tu巾 nd，N. J. Taxon 60: 1498・1501，2011)J の紹介と日本語訳

国際植物命名規約(lntemationalCode of Botanical 

Nomenclature :今回， Intemational Code of Nomenclature 

for algae， fungi， and plantsへと変更された)は 6年ごとに

聞かれる国際植物学会議の場で定期的に改正されている。最

新の規約改正は 2011年7月に聞かれたメルボルン会議の場

で採決され，改正版(メルボルン規約)は 2012年の半ば頃

に出版される見込みとなっている。メルボルン会議で採決さ

れた改正は非常に大きなもので，特に影響の大きい変更とし

ては，1)電子出版のみでの出版が有効発表として認められ

ること， 2)ラテン語だけでなく英語による記載文または判

別文も正式発表の要件として認められること，そして 3)菌

類の新分類群の正式発表の要件として新たに学名の登録が加

わったこと，が挙げられる。

これらのうち1)と 2)の条項はメルボルン規約出版に先

立つ 2012年 l月 1日より発効するため，急ぎ周知する必要

がある。今回訳出した Knappet al. (2011)は，特に電子出

版に関する条項を中心に改正点を解説したもので， Taxon誌

を初めとする多数の雑誌に英文が掲載されており， Creative 

Commons Attribution Licenseの下での利用が認められてしミ

る。また，中国語，ポルトカゃル語， ロシア語，およびスペイ

ン語への翻訳も現在進められている。我々は，本論文の邦訳

を複数の邦文誌に掲載し，メルボルン規約の周知に役立てた

いと考えている。日本語への翻訳にあたっては，メルボルン

での命名法部会の議長を務めた第一著者の Knapp博士から

も承認と激励のメールをいただいた。

今回の翻訳では規約条文の草稿や重要な用語も訳出されて

いるが，これらは暫定的なものであり，メルボルン規約の正

式な翻訳は規約出版後に日本植物分類学会の命名規約邦訳委

員会によって出版される予定である。

なお，詳細な規約の改正点や他の重要な変更については，

Taxon誌にいくつかの解説が掲載されているため，そちらも

参照して頂きたい (Knappet al. 2011， McNeill & Turland 
2011， McNeill et al. 2011， Smith & Figueiredo 2011， 

Smith et al. 2011)。
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